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民間企業における障害者雇用率の推移
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法定雇用率（1.8%）達成には、
約1,000人分の新規雇用が必要



障害者の就業希望状況

18~64歳 手帳所持者 就業者 就業希望者

視覚障害 3,080 1,576 422
（うち軽度） (594) (297) (148)

聴覚障害 3,452 1,924 846
(うち軽度) (641) (442) (176)

肢体不自由 25,199 9,391 4,445
(うち軽度) (4,768) (2,865) (1,179)

内部障害 10,670 4,615 1,631
知的障害 14,089 7,010 2,486
（うち軽度） (7,872) (4,605) (1,724)

就業希望者合計 9,830
(うち軽度) (3,227)

○就業希望障害者数（推計 18.3.31現在）

(参考）精神障害者数（手帳所持者・全年齢）：10,196人



ハローワークにおける求職登録状況
（１８．３．３１現在）

身体障害者 2,880人

知的障害者 1,085人

精神障害者 553人

合 計 4,518人



静岡県における障害者就労支援体制マップ

は 網 掛 け の 地 域 が 活 動 エ リア （職 業 セ ン タ ー は 全 県 ）

は 当 該 障 害 者 保 健 福 祉 圏 域 が 主 な 活 動 エ リア

は 福 祉 施 設 型 ジ ョブ コー チ

は ハ ロ ー ワ ー ク （出 張 所 ・分 室 ）

中 東 遠 ワ ー ク セ ン タ ー  ワ ー ク ラ ッ ク
（ 平 成 １ ７ 年 ４ 月 ～ ）
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障害者就業・生活支援センター
及び同ミニセンター

【役割】 地域における総合支援窓口・連携の拠点

１ 障害者就業・生活支援ミニセンターの設置
国の障害者就業・生活支援センター未設置地域に設置。
県単独予算で就業支援スタッフを配置（1ヶ所１名）。

２ 支援内容
○生活相談：日常生活の自己管理に関する

助言や生活設計に関する助言など

○就職相談：就職に向けた準備支援（職業準備訓練
職場実習の斡旋）や関係機関との連絡調整など

○ネットワーク会議の開催

雇用、保健、福祉、教育等の地域の関係機関と就業面及び
生活面の一体的な支援を行うため、連絡調整会議を開催。
（メンバー）ハローワーク、地域障害者職業センター、事業主、

養護学校、福祉施設、福祉事務所、保健所等

○企業内授産・実習の実施

15年度 16年度 17年度 18年度

沼津 ー ー ４３（１７） ２６（２２）

富士 ー ー
（ミニ）

３６（２０）
３９（１９）

藤枝 ー ー
（ミニ）

４０（１０）

（ミニ）

６３（１５）

袋井 ２９（１５） ３３（１７） ４６（１５） ３０（１６）

浜松 ー ６２（３２） ９４（３４） ４０（２３）

計 ２９（１５） ９５（４９） ２５９（９６） １９８（９５）

３ 実績 実習斡旋件数及び就職者数

（平成18年9月末現在）※（ ）内はうち就職者数



ワークセンター
【役割】職業準備訓練の拠点

１ ワークセンターの運営

東部・中部は県（３/４）と市町（１/４）の負担により運営。

中東遠・西部は国と市町の負担により運営。

２ 支援内容

障害のある方に対して、就職や職業生活を可能とするため、就職前の訓練から

職場定着に至るまでの指導・相談・援助を一貫して行う支援体制を整備する。

３ 実績（訓練を修了し、就職した人数）

訓練期間 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

東部（⑪～） 6ヶ月

6ヶ月

2週間～1年

1年

９ ９ ８ ４（Ⅰ期）

中部（⑩～） １２ ９ ９ ６（Ⅰ期）

中東遠（⑰～） － － ５

西部（⑬～国） １５ １９ １９

計 ３６ ３７ ４１

訓練実施中



職業訓練施設

【役割】就職に直結の職業訓練の拠点
１ あしたか訓練校

新規学卒者向け

期間：1年間 全寮制

○コンピューター科（１０名）

ワープロ・データベース・CAD・ホームページ

作成など

○生産・サービス科（４０名）

・機械操作コース

工作機械操作、金属加工仕上

・加工組立コース

電子・電気部品の組立（ハンダ付け）

・流通・環境コース

販売業務、清掃業務など

２ 清水技術専門校

離転職者、施設入所者向け

期間：６ヶ月 通学制

○販売・サービス科（１０名×２年間）

商品の仕分け、陳列、清掃業務など

※離転職者、施設入所者向けとしては、

そのほかに、委託訓練（福祉施設、NPO、

事業主）を実施。 １８年度定員は１４０名。

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度

修了者数 ２３ ３４ ４７

就職者数 ２３ ３３ ４２

修了者数 － ７ １０

就職者数 － ５ ７
清水校

訓練

実施中

あしたか
校

３ 実績（訓練を終了し、就職した人数）



各拠点を取り巻くサポート
２ ジョブコーチ派遣事業
○国（障害者就職センター）のほかに、

県独自のジョブコーチ派遣事業を実施。

○NPOに委託し、就職支援及び職場定着

支援を行っている。

（NPOにジョブコーチとして登録している人は

現在３５名）

○支援対象者１人当たり１５回を上限に

活動費を補助。

○委託先NPOを国のジョブコーチ助成金の

支給対象となるジョブコーチ養成機関とする

よう検討中。

【実績】
１５年度 １６年度 １７年度 １８年度

訪問数(回) － ５５９ １，２９７ ８７７

開拓件数 － ２７ ３０１ ３２３

就職件数 － １６ ５６ ４９

（平成18年10月末現在）

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度

派遣件数 ６３ ８３ １２５ ７０

就職件数 １２ ２４ ２３ １

定着件数 ２８ ３１ ６７ ２０

（平成18年10月末現在）

１ 障害者求人開拓事業
○事業主団体に委託し、

県内事業所を個別訪問し、求人開拓を行う

スタッフを２名配置。

○事業所訪問だけでなく、

養護学校や施設も訪問し、

個別の求職者を念頭に置いた求人開拓

を実施

【実績】



静岡県入札制度における
障害者多数雇用事業所の優遇

業 種 内 容
入札参加

資格者数

優遇名簿

登録者数

優遇実施
回数

庁舎管理業務

入札参加資格者名簿の審査付与数値に追
加点数を５点付与。

⇒指名競争入札において選定されるための
条件が向上。

６０４ ４８ １９５

情報システム開発
少額（１００万円以下）の随意契約において、
見積徴収企業に優遇企業を含める。

２２３ ２ ７

森林整備工事
治山事業で実施する森林整備工事の指名
競争入札における指名業者選定において、
配慮すべき企業として勘案する。

３６ ２ ０

建設工事
建設工事入札参加資格において、総合点数
への加点を行う。

６，２４１ １９６ ７２３

物品購入
指名競争入札において、優遇希望企業を追
加指名する。また、授産所製品を積極的に
購入する。

２，８１７ ５５ ３

合 計 ９，９２１ ３０３ ９２８

（平成１７年度実績）



２００７年１１月ユニバーサル技能五輪国際大会の開催

史上初めて史上初めて技能五輪国際大会技能五輪国際大会とと国際アビリンピック国際アビリンピックをを

同時開催！同時開催！

国際アビリンピックには、

全３０職種に４０カ国から４００名の選手が来場予定。

障害者の「可能性」に触れる

絶好のチャンス☆

多くの県民、特に企業の

来場を呼びかけ



さいごに・・・

１ 国と県との役割分担

地方自治体の財政状況は厳しい⇒ 都道府県労働局には、

地域の実情に応じた事業を執行できる財源

【基本認識】 がない・・・

障害者「雇用」対策は国の役割

２ 静岡県でのターニングポイント

①平成10年：ワークセンター事業のスタート

②平成11年：ユニバーサル技能五輪国際大会の招致決定

③平成16年：県内特例子会社数を２社⇒５社へ

３ 現場の声（企業）
○厳しい経営環境下でも、法律を守るため、懸命に障害者雇用を進めている。

そういう立場からすると、未達成企業にはもっと制裁を加えてほしい。

正直者がバカを見るという感じだ。 （製造業中堅企業）

○トップを動かすのは、損得もあるが、「共感」が大きい。

障害者の働きたいという熱意や感動的なエピソードに触れさせることが有効であると思う。

（サービス業役員）

背景にあるのは

トップの取組姿勢

一方
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よ
う
、

製

造
工
程
に
き
め
細

か
な
工
夫
を
施
し
、

今
や
リ
ー
ダ
ー

や
班
長
と
し
て
頑
張
る
障
害
者
も

い
る
。

会
社
訪
問
当
日
、

社
長
に
と
ア
リ

ン
グ
調
査
し
て
い
た
会
議
室
に
、

初

老
の
小
柄
な
女
性
従
業
員
が
入

っ
て

き
て
「よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

コ
ト
ヒ
ー
を
ど
う
ぞ
」
と
私
た
ち
に

出
し
て
く
れ
た
。

女
性
が
退
出
す
る

と
、

社
長
は

「彼
女
こ
そ
、

あ
の
少

女
な
の
で
す
」
と
言
っ
た
防
間
、

あ

ま
り
の
感
動
に
涙
が
あ
ふ
れ
出
て
き

た
。こ

ん
な
に
も
弱
者
に
優
し
い
頑
張

る
中
小
企
業
が
あ
る
と
い
う
の
に
、

本
県
は
も
と
よ
り
全
国
の
企
業
の
取

り
組
み
は
、企

業
の
大
小
を
問
わ
ず
、

総
じ
て
努
力
不
足
で
あ
る
と
言
え

る
。

と
い
う
の
は
、
１
　
８
夕
の
法

定
雇
用
率
に
対
し
、

そ
の
実
態
は
依

然
、

全
国
が
１
　
４
９
％
、

本
県
も

１
　
５
２
％

（全
国
二
十
六
位
）
に

過
ぎ
な
い
。

全
国
有
数
の
産
業
県
で
あ
る
本
県

が
、
こ
の
面
で
も
全
国

一
を
目
指
す

こ
と
が
多
く
の
県
民
の
願
い
で
あ

る
。

＝
“””“！８

一”　
　
◇
さ
か
も
と

，
こ
う
じ
氏

一̈
　

法
政
大
卒
。

福
井
県
立
大

一一
教
授
な
ど
を
経
て
０４
年
４
月

¨̈

か
ら
現
職
。

専
門
は
中
小
企

一̈　
美
論
　
地
域
経
済
論
　
経
営

”“
戦
略
論
。

大
井
川
町
。
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